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命
し
あ
る
ば
：反
し
、
そ
せ
英
國
に
於

V
:
て

，
は

無

知

、
，
：
®

1

>

;

播

f

び

：時

，
流

め

條

見

：
，に
：抗

a
ポ
何
等
公
め
鹿
讓
な
く
し
て
齋
鬪
ず
：るfc委

；
ま

ら

れ

セ

來

た

の

で

あ

る

。

然

も

經

濟

學

が

今
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斯
く
の
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.
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如
く
不
當
な
：る
閑
却
を
蒙
；る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ざ
る
可
し
；

-

す
.る
充
.分
な
る
.理
由
が
体
す
る
0
.斯
學
P
原

.：飄

に

精

衝

せ

り 

せ
ら
る
V
政
治
家
が
議
會
に
於
レ
て
，又
、
地
方
に
於.

5

て
勢
力
を
得
た
こ
と
は
最
も
悅
ぱ
し
き

一

の
事
情
で
あ
.り
、r.

リ

力

ー

ド

ネ

記

念 

經
濟
普
講lirolle  Ricardo-Lecture.  

§ P
o
Htkal  Economy;}.

の
.設
置
は
其
の
進
ホ
を
促
進
す
る
に
資
す
る
も
の
と
期
待
せ
ら
れ 

得
る
，他
.の
事
情
で
あ
.る
.。：
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座

：
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實
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彼
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に
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せ
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も
の
で
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つ
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義
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に
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い
て
述
べ
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瞭
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ボ
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，
マ

力

テ./
.は
共
の
講
義
の.資
料
を
擴.張
し
て1

千 

<
‘
百
.！l>f 
3
年
，、

『

大
英
百
科
全
誉
補
遺

』(.supplement to the Encydopsedia: 

け
1
1け§1
1
1
0
0
:
,

の
爲
め
に『
：轉
濟
學』

の1

項
を
草
し
た
。
此
の
巧.目
が
ト
.
1マ
ス
• 
口
、パ
，1
ト
•
マ
.ル
サ
ス
に
ょ
っ
て

『

每
季
評
論』

誌
上 

に
.於

い

て

：
深
‘刻
な
‘る
批
評
を
受
け
た
こ
と
は
吾
人
が
他
.の
機
會
.に
於
い
で
逃
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。

(『

三

旧

學

會

雜

，誌

1
:
:
®

 !

十
九
. 

翁
第1

號
所
載
拙
搞「

ト
ー
マ
ス• II
パ
ー
ト
•
マ
.ル
サ
ス
と
被
れ.の
所
明
經'濟
學
上
：の.新
學
派
レ
，

11

十
，

一:
K

以
下
參
照
。

)

欲
れ
は
更
ら，E 

此

の

填

自

：
を

基
礎
*:*J;.

し
！
て

、

.一

千

八

百

：
ニ
：
十

五

尔

其

の

：

S

濟

一

原

謝

ご

principles:.'。

やOPplitical: lEconom

を

；
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of1;h

ゃ

ポan4 progress 

of the sciende.)

-を
公
に
し
たo
-(

同
ギ
十一

E
：

附
同
臀
序
文
參
照

)

o
.而
し
.て
彼
れ
は
前
年
の

普
.：A.' 

o

n

,の
火
部
分
を
し
て
新
著
の
第

!

部
を
形
成
せ
し
め
た
。：

(

新
著
七
買.ょ
り
.六
十
貢
に
冗
れ
る
部
分
並
へ
び
に
其
の
附
錄

W
百
十
：

れ
る
：も

の\
再
錄
で
あ
る
0
.
河

し

て

著

，は
附
錄
を
加
へ
て
僅
，，々
百
'オ
<

员

、
の

小

菩

な

.

る
が

故

：に

V

其
，
の

大

部

分.は
渐
.箸

中

に

：
牧

錄

せ

： 

ら

れ

の

セ

を

る

ポ

而

尙

ほ

赛i

欺
.：の

表

題

鼠

の

：當

：に
舊
著
の

'霞

あ

搞

け-
新̂
蒸
：6
赚̂
韻
#
^
.お

で

更
I

麓

豫

女
A
購
購 

せ
：し
め
ん
と
し
つ
：
お’る
，
の

觀

が

あ

る

——
『
H

ダ

ン

ボ-ロ
ー
評

諭

』
.
に

於

け

る

；
^

め
反
復
癖
.はH

ダ
ン
ボ
ロ
！
の
倫
理
哲
舉
敎
救
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に
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'つ
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tlons':-bf: Mr.,: 

M
c
Q
u
H
o
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^
G
I
.

ヴ7 J
^
O
¥
0aixM:ullipsl:

ポ6
.

:

ま
f
i力
に
：̂

^
落

；れ
す
ゐ
.
s
o一

f

.....

此
，の
i

惟
り
.英

國

戾

わ

み

み

ち

：：

ボ

她

39^

歐

洲

請P

民

：
の

糊

⑩

れ

て

◎

普者
®,

與

的

ル

せ

あ

篇§

俗
化
.の
#

業 

，を
遂
行
し
、一

千
八
百
三
十
に
は
巧
一
侃
を
、§
^

十
.三
ギ
^
は̂
筋
ニ
1版

を

、

四

十

九

年

に

は

第

四

版

を

、

六
‘十
四
ハ
ル
に
は
第
五
版
を 

ね

し

、
其
の
死
去.

(
一

千
八
百
.六
十
因
ザ
十一.

月

十
‘ー
日)

の
後
に
於
い
て
も
其
の
賣
行*
ム
，絶

ぇ

す

し

て

、
セ

十

ギ

に

は

ジ

*
.ン
？I!

サ
ク 

，
わE

s
s
a
y
-
o
n

 .In;tereŝ

 a
n
d

 

value, of 'Mor^ey

•
を

附

せ

る

池
：：

及

版

を

出

し

、
.更

ら

に

.七

十

八

，ギ

、

十

冗

、

六
年
に
.も

重

饭

せ

ら 

れ
、
ブ
ラ
ン
シ

、1
CA.. 

佛
譯
は
五
十
一
ハ
牛
に
發
せ
ら
れ
て
、
六
十
四
ギ
に
與
版
を
姑
、
グ
ュ
ー
パ

I
C
G
.

 

M
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v. welDer) 

.のp
i

は
..三

十U

チ
に
公
に
せ
ら
れ
た
。
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，み
：，！

まI.

サ
は
狗
に
リ
カj

ド
-
寧̂
能
で
ぁ
，り
、
古
典
學
派
’の

で

ぁ

り

て

、
決
し
て
獨
劍
的
思
想
家
セ
：ほ
な
：か
っ
た
。
彼
れ
.は
黎 

.:濟
普
？̂
道C

の
定
義
に
於
い
て
其
の
法

S
c

に
.於
い
て
...又
.其
の
..賞
際
的
適
ぜ
.に
於
.い
：.て
.完
：全
な
：.る
：も
-の
..よ
-

.

.

.
;
.
.

其
の
普
及
を
助
け"：乏
.
 

れ
.に
.準

孤

せ

：
る
，有

川

な

.る
立
法
を
促
進
せ
ん
と

„

し
た
。
旣
に
リ
カ
；
ド
オ
輕
濟
學
は
ッ
！
ク
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T
o

o
k

e
y

に
よ
っ
て
起
草
せ
ら 

:

れ
、
•ぺ
，
リ
ン
‘グ(Alexal^der  Baring)

に
よ
つ
て一,

千

ー

十

弗
’五
.月

八

日

に

下

，
院

に

提

出

せ

ら

れ

た

る

倫

敦

商

人

の

^
!
山

賛

易 
:

の
®i

願
に
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ.
*內
閣
を
*
動̂
か
す
に
-至
つ
て25

つ
た
。
<
•ス
キ
ッ
ソ
ン(.William  

Huskisson)

は
，カ
ユ
ン
グ
に
支
持 

..せ
ら
れ
て
農
産
物
に
對
す
ぁ
も
の
を
除
き
、
漸
次
總
ベ
て
の
保
誰
關
稅
を
撤
囘
し

.たo
a

o
h

n

 Stua
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广Autobiograpiiy,  

1S73,  
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99.  )

o
而
し
‘て
穀
法
も
‘亦
、.一

千 <

 
百
则
十
六
年
に
至
り
、
當
ギ
の
彼
れ
の
閲
僚
サ1* 
口
パ
ー
ト
•
ピ
ー
.ル
ダ
よ
っ
て
撤
廣
せ
ら 

る
可
き
趣
命
を
有
し
て
居
，つ
た
。

マ
カ
ラ
ッ
.ク
を
以
っ
て
觀
れ
ぱ
、
苟
も’商
業
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す
る
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貨
物
と
！̂
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く
穀
物
を
し
て
其
の
最
小
のI慣
格
を
以
っ
て
取
得
せ
ら
れ
得
る
何
れ‘の
場
所
に
於
い
て
も
購
入
せ
ら
る
、
に
養
す
る
に 

由
つ
‘て
國|£

は一

.碌
お
效
に
增
進
せ*ら

る

可

き

こ

と

を

言

明

，
す

.る
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避
す
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な
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古
，⑩S

濟

書

霞 

ブ

五

ル(
1

ニ
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ffi:

ひ)

：

,
t

カ
ラ
ッ
ク
は
共
の『

原
論』

に
於
い
て
> 

經
濟
學
に
於
け
る
生
産
を
以
つ
て
物
質
の
生
産

(

ぞは
！
：

の
專
腐
物
で
あ
.る)

を
意
味
す
る 

こ
と
な
く
、
賊
蒋
物
質
を
し
て
吾
，人
の
欲
望
を
滿
足
し
、
.吾
人
の
享
幾
に
.資
す
る
に
適
，せ
し
む
る
や
ぅ
に
ぶ
れ
を
領
有
し
、
變
更
す
る 

に
.由
る「
效
用」

の
生
産
、
從
ウ
て
又t交
換
價
値
の
生
産
と解！

：

し
、
.而
し
て
斯Y

の
'如
く
使
用
せ
ら
れ
た
る
勞
働
を
以
り
て
富
の
唯

一 

の
^
2源̂
と
做
し
た
。(principles,  

b
p
, 

a
t
.
, 

p.  

61.)。

.彼
れ
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の
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加
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即
ち
あ
ら
ゆ
る
個
人
の
胸
中
に
於
け
る
、
彼
れ
が
其
の
数
働
の
牧
f

任
意
：に
處
置
す
る
を
許
さ
る
可
し
と
做
す
鮮
明
に
し
て
板
捕
あ 

確
信
、
策
ニ
、'交
換
若
し
く
は
物
力
交
の
導
入
及
び
其
の
給
果
た
る
特
珠
業
，務
に
對
す
る
特
现
個
人

'の
充
當
、
並
び
に®
三
、：
霖 

時

：
の

勞

働
.の
所
産
、.‘若
し
く
は
更
ら
に
普
通
の
名
僻
を
以
っ
て
す
れ
ば
、：
資
本
の
！

5
#

及
び
使
用
*
第

四

、

相

異

れ

，
る

地

方

の

：
間

に

：̂ 

::け
^
業̂

務

や

ホ

割

ハ

ン

即

ち

>
*
^
:
:レ

シ

：ズ

み

觸

の

'命
名
に
係
る「

挪
；械
的
分
|81じ
：.
潜̂
サ
る
：間
4
.國
內
の
お
排
^
:
及̂
；び
譜
&
の
間
に
行
は
.る
，
 

、
商
業
で
あ
る
ぇ‘做
し
た
。
彼
れ
は
商
業
の
自
由
が
制
限
せ
ら
れ
ざ
.る
.時
は
、
各
國
は
必
然
各★
に
取
っ
て
最
も
有
利
な
る
業
務
：に
盡 

岸
す
る
も
の
と
觀
た
。

(ibid.,  

pp.'  7
3

-
1

3
^

)
0

彼
れ
ほ
黄
幣
を
以
っ
て
物.々
-交

の

-困
難
を
免
れ
ん
と
す
る
の
努
力
に
ょ
っ
て
發
生 

す
も
の
と
觀
る
の
.通
說
に
從
つ
た
。(ibid,,
セp.

1
3
£
3
ン
.
5
0
:
.
#

れ
は
3
大̂
.
5
;
^
る
.利
潤
を
生
す
る
業
務
を
以
，
^̂
,て
最
も
有
利
,
5̂る 

も
の
と
觀
じ
、
農
業
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
資
本
が
他
に
比
し
て
大
な
る
1公」

の
利
益
を
生
す
る
と
做
す
ス
ミ
ス
，y
ル
サX

等
の
意
見 

を
柳
斥
し
た
0 (ibid;,  

pp.  

143-144,、
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彼
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梢
を
低
下
し
其
の
供
絵
を
墻
加
す
る
の
，，倾
向
を
有
す
る
機
械
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激
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。
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械
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營
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。
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潤
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激
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；
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も
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又
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。
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ら
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；
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等
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狀
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參
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